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①「前職と比べ賃金が1割以上増加した転職者数の割合」

公文書処理

Work・Lab 通信 Vol.37
2022.9

～“はたらく” 組織をえがおに～

その他トピックス

b

今月の無料相談会

「“見える化”コンサルティング」のご案内
弊社提供のサービスのご案内です。

「見える化コンサルティング」により、表面化しづらい人事労務の問題点
を、数値化・グラフ化することで“見える化“し、問題解決の足掛かりにし
ませんか？弊社では５つの見える化サービスをご用意しております。

お問合せ先： info@egaoworklabo.or.jp （えがお事務局）

～発行元～ 一般社団法人えがお・ワークラボ

代表理事 上田 恭子
（特定社会保険労務士、組織力診断士）

＜スタッフ：社労士4名、行政書士１名、職員11名＞

開
催 日時・場所 備考

京
都

日時： 9/8（木） 13:00 - 17:00
場所： 京都リサーチパーク

4号館3階 BIZ NEXT

※京都会場 次回10月の開催予定は
10/6（木）13:00-17:00 です。

※ご予約不要です。お気軽にお越し
下さい。 （BIZ NEXT受付へ）

大
阪

日時： 9/9（金） 13：00 - 15：00
場所：グランフロント大阪

北館7階「ナレッジサロン」
プロジェクトルーム E

※大阪会場 次回7月の開催予定は
10/7（金）13:00-15:00 です。

※ご予約不要です。お気軽にお越し
下さい。 （ナレッジサロン受付へ）

東
京

日時：9/15（木）10:00 - 17:00
場所：ビジネスエアポート東京

※要予約になります。事前に下記
問合先までご連絡下さい。

お
問
合
先

info@egaoworklabo.or.jp （えがお事務局）
※京都・大阪会場はご予約不要ですが、ご予約頂いた方優先になりますので

ご了承ください

【本店】 〒600-8815 京都市下京区中堂寺粟田町93 KRP4号館3階

TEL：（075）352-2848 FAX：（075）320-3689

【支店】 東京オフィス、新大阪オフィス、松山オフィス

【ＨＰ】 https://egaoworklabo.or.jp/

【お問合先】 info@egaoworklabo.or.jp （えがお事務局）

●最低賃金 全国加重平均 +31円へ
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今後の人件費の予想

自社の基本給の特徴

評価の偏り

シニア社員の活用・活躍度

☆ただいま無料体験実施中☆ お気軽にご連絡ください

※ACS個性診断

転職による賃金増加 過去最高割合へ

令和４年度の全都道府県 最低賃金の改定額答申が出揃い、発行
予定日と合わせて取りまとめられた。今年度は過去最大の改定額と
なり、全国加重平均は+31円となった。
答申状況⇒https://www.mhlw.go.jp/content/11302000/000978544.pdf

８月３日、(株)リクルート社では「2022年 4－6月期 転職時の賃金変動状況」を公表しました。
公表されたデータを基に、近年の転職と賃金傾向に関する傾向を探ります。

●求人企業の募集情報的確表示義務化へ（１０月施行）
令和4年10月、改正職業安定法が施行される。これまで通常の求人

サイトとは別に、募集情報提供等のサービスを行う事業に対し、法整
備が追い付いておらず、実態把握や指導監督が機能していなかった
ことを受け、これらの事業を法的に位置づけし、罰則付きで規制を行
うことが主な目的とされている。

また、求人企業に対しては新たに以下の３点が義務化されている。
〇虚偽または誤解を生じさせる表示を行わないこと
〇正確かつ最新の情報を掲載すること
〇個人情報を収集する際には具体的な業務目的を提示すること
⇒https://www.mhlw.go.jp/content/11600000/000967917.pdf

●精神障害認定基準 カスハラ追加へ（検討中）
厚生労働省は、精神障害に関する労災認定請求の大幅増加を受け

て、認定基準の見直しに向けた検討を進めており、心理的負荷につな
がる「対人関係」に関する具体的出来事として、カスタマーハラスメント
を追加する案を提示されている。

また、認定基準のうち業務の質として「感染症等の病気や事故の
危険性が高い業務への従事」も、具体的事例として加える見通し。

毎年、この調査では「前職と比べ賃金が明確に
（1割以上）増加した転職者数の割合」の経年変
化を取り上げていますが、2022年 4－6月期にお
いては過去最高値を記録しています。

②2022 年 4－6 月期 職種別該当割合

2022年度4－6月期において、職種別では「接客・販
売・店長・コールセンター」が40.5％「ITエンジニ
ア」が37.2％と高水準を記録しています。

👈

👉

●感染者の職場復帰や労災補償に関するQ＆A（公開中）
厚生労働省は、新型コロナウイルスに関するQ&Aを公開、随時更新

しており、先日、企業の方向けのQ&Aに感染者の職場復帰や労災補
償など関する内容が追加された。
⇒https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00007.html

分
析

政府によるリカレント教育の推進・ジョブ型雇用の
台頭も追い風となり転職市場は拡大傾向にあります。
転職の敷居が下がることにより、優秀な人材の獲得
競争はより激化することが予想されます。
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